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商
工
業
者
の
金
融
制
度

　
　
松
代
町
地
方
産
業
育
成
資
金
の

　
　
　
　
　
　
貸
付
事
業
が
ス
タ
ー
ト
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
シ
リ
ー
ズ
⑱

　
松
代
町
で
は
本
年
度
よ
り
中
小
商

工
業
の
育
成
振
興
を
図
る
た
め
”
地

方
産
業
育
成
資
金
の
貸
付
事
業
”
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
内
に
住
所
、
若

し
く
は
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
に
対
し
て
運
転
資
金
及
び
設
備
資

金
を
低
利
に
貸
付
け
る
も
の
で
す
。

貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

松
代
町
地
方
産
業
育
成
資
金
借
入
申

取扱金融機関

　　　住　　　　　　　　　所

新潟県東頸城郡松代町大字松代3255番

地の3

称名

第四銀行松代支店

貸付条件

請
書
を
融
資
委
員
会
（
商
工
会
）
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
取
扱
い
窓
口
は
商
工
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
商
工
会

事
務
所
ま
た
は
町
産
業
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
．

　
な
お
従
来
の
町
単
独
設
備
資
金
の

利
子
補
給
は
本
制
度
発
足
と
同
時
に

新
規
受
付
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

貸付限度額 貸付期間 貸　付　利　率 資金の使途

350万円 3年以内
信用保証付　6．35％

そ　の　他6．85％

運転資金又は

設備資金

注：「信用保証付」とは新潟県信用保証協会が債務を保証

　　したものをいう。

　対象業種
鉱業・建設業・製造業・卸売業・小売業・運輸通信業・

サービス業等。

　ただし、風俗営業等取締法（昭和23年7月10日法律第

122号）第1条に規定する風俗営業及びサービス業のうち

娯楽業・医療業を除く。

設
備
の
近
代
化
を

　
　
　
　
容
易
に
す
る

設
備
貸
与
制
度
の
ご
案
内

　
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
、

小
規
模
企
業
者
が
必
要
と
す
る
新
鋭

機
械
設
備
を
割
賦
で
譲
渡
す
る
設
備

貸
与
制
度
の
受
付
を
四
月
一
日
よ
り

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
設
備
貸
与
制
度
は
、
中
小
企

業
設
備
近
代
化
資
金
等
助
成
法
に
基

づ
き
、
小
規
模
企
業
者
が
導
入
を
希

望
す
る
機
械
設
備
に
つ
い
て
1
0
％
の

保
証
金
を
予
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
社
が
機
械
メ
ー
カ
ー
又
は
代
理
店

か
ら
申
込
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
機
械

設
備
を
購
入
し
、
そ
れ
を
長
期
（
四
年

半
）
か
つ
低
利
（
年
5
％
）
の
割
賦
で

譲
渡
す
る
方
法
に
よ
り
、
小
規
模
企

業
者
の
設
備
近
代
化
促
進
を
は
か
る

目
的
で
実
施
し
て
い
る
制
度
で
あ
り

ま
す
。

　
下
　
　
　
　
　
つ
公
　
　
地
2
5

〈貸与概要〉

　　設備価額　20万円以上2000万円以

　　貸与損料　年率5％
　　（利息相当分）

　　返済期間　4年半
　　申込期限　予算満額となるまで
　なお、申込者の資格要件など詳細に
いては、松代町役場産業課または直接
社へお問い合わせください。
　　（財）新潟県中小企業振興公社

　　　　新潟市学校町通2番町5293番
　　　　　　　TEL　O252（22）00

お崇の流逓纒踏
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持
家
住
宅
緊
急
対
策
事
業

　
　
　
資
金
貸
付
け
始
ま
る

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
貸
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
は
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
建
設
（
新
築
購
入
、
増
改
築
を

含
む
）
し
よ
う
と
す
る
人
。

○
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ
ば

住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、
前
年

一
年
間
の
収
入
金
額
又
は
所
得
金
額

が
次
の
額
以
下
の
人

　
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
〇
〇
万
円

　
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
二
五
万
円

○
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
七
年

度
第
一
回
個
人
住
宅
の
融
資
を
受
け

て
住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増
改
築
に

つ
い
て
は
、
公
庫
利
用
を
問
い
ま
せ

ん
）2
貸
付
内
容

　
貸
付
限
度
一
戸
当
り
四
百
万
円

　
利
率
及
び
償
還
期
間

　
○
木
造
二
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
　
下
年
四
・
五
％
十
五
年
以

　
　
内

　
○
木
造
二
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を

　
　
超
え
る
も
の
及
び
非
木
造

　
　
　
年
六
・
○
％
　
十
年
以
内

3
受
付
期
問

　
　
四
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

4
申
込
書
の
領
布
・
受
付

　
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

　
（
当
町
で
は
、
第
四
銀
行
又
は
農

業
協
同
組
合
）

　
　
　
　
　
（
建
設
課
・
建
築
係
）
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．
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．
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．
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4
月
閑
目
は
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
　
　
㎜

　
　
　
　
　
投
票
環
当
日
、
業
務
・
旅
行
等
で
投
察
所
繕
行
け
な
い
方
は
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
　
・

　
　
　
　
　
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
役
場
で
不
叢
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

誕
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§
3
三
≡
一
三
一
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三
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一
7
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三
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7
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署
岬
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3
7
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7
畠
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三
一
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Σ
…
器
一
3
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三
・
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三
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冒
・
…
…
蕊
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7
…
一
一
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厨
≡
馨
厚
…
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ロ
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婁
。
§
…
．
昌
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響
‘
§
…
画
§
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興
…
…
厚
a
…
｝
一
≡
導
8
畠
≡
零
．
§
…

“雛－恥ゆ

磁蹴．康．談

　　皆様の健康増進と病気の早期発見のた

　めに検診その他を下記のように計画しま

　した。そのたびに通知がゆきます。みん

　なが出席するようにお願いします。

　　　（保健衛生シリーズ⑰）

母
子
保
健

o
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
、
前
期
・
中
期
・
後
期

の
3
回
コ
ー
ス
で
、
4
月
か
ら
1
2
月

ま
で
毎
月
行
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
注
意
や
食
事
、
安
産
に

つ
い
て
勉
強
し
、
お
友
達
と
共
に
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
生
み
ま
し
よ
う
。

o
孫
親
学
級

　
お
つ
と
め
に
出
る
お
母
さ
ん
方
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
世

話
を
さ
れ
る
方
々
と
育
児
に
つ
い
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
、
御
意
見
も
お
き

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん

の
お
母
さ
ん
も
い
っ
し
よ
に
集
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
7
月
と
11
月
の
予

定
で
す
．

〇
三
、
四
ヵ
月
児
検
診

　
三
、
四
ヵ
月
児
に
、
身
体
計
測
、

医
師
の
診
察
を
終
っ
た
あ
と
に
離
乳

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
す
。

o
乳
児
検
診

　
生
後
六
・
七
・
八
・
九
ヵ
月
児
の

医
師
の
診
察
と
身
体
計
測
を
行
い
ま

す
。
（
4
月
・
8
月
・
11
月
）

〇
一
才
六
ヵ
月
児
検
診

　
一
才
六
・
七
・
八
・
九
ヵ
月
児
に
内

科
・
歯
科
の
診
察
と
身
体
計
測
、
相

談
を
行
い
ま
す
。
（
4
月
・
8
月
・
n
月
）

磐
朋
薮
“
器
に

　
内
科
・
歯
科
の
診
察
、
検
尿
、
身

体
計
測
、
相
談
を
行
い
ま
す
。
（
4
月
・

11
月
）

o
育
児
学
級

　
乳
幼
児
検
診
の
翌
月
、
検
診
結
果

発
育
、
む
し
歯
等
に
つ
い
て
お
話
を

し
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

o
妊
婦
健
康
相
談

　
マ
マ
ミ
ル
ク
の
支
給
日
に
、
助
産

婦
と
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

本
人
が
と
り
に
来
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
5
月
1
0
日
　
7
月
12
日

　
9
月
6
日
　
n
月
8
日

o
新
生
児
訪
問

　
生
後
一
ヵ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に

助
産
婦
か
保
健
婦
が
訪
問
し
ま
す
。

な
ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

尚
、
町
外
で
出
産
さ
れ
る
方
は
、
母

子
健
康
手
帖
に
つ
い
て
い
る
出
生
連

絡
票
を
必
ず
送
っ
て
下
さ
い
。

o
新
婚
学
級

　
母
子
衛
生
の
出
発
点
と
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
出
席
者
が
極
端

に
少
く
な
り
、
二
年
程
中
止
し
ま
し

た
。
今
年
は
公
民
館
と
相
談
し
て
、

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
人
保
健

o
出
稼
検
診

　
5
月
31
日
・
6
月
1
日
．
2
日
．

3
日
F
・
4
日
の
5
日
間
で
す
。

　
出
稼
検
診
の
受
診
率
が
年
々
お
ち

て
い
ま
す
。
今
年
は
欠
席
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

o
循
環
器
検
診

　
4
0
才
か
ら
64
才
ま
で
の
出
稼
を
し

な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
な
お
、
出
稼
・
循
環
器
検
診
と
も

に
事
後
指
導
会
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

o
胃
集
団
検
診

　
8
月
6
・
7
・
9
・
1
0
・
11
・
12
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

17

の
7
日
間
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
受

診
者
は
、
2
0
才
以
上
の
人
の
1
0
％
（
五

〇
八
人
）
で
不
成
績
で
し
た
。
そ
の

中
で
胃
の
悪
い
人
が
た
く
さ
ん
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
が
う
け
ま
し

ょ
・
つ
。

○
婦
人
科
検
診

　
7
月
2
6
・
2
7
・
2
8
・
2
9
・
3
0
日
と

8
月
2
日
の
6
日
間
あ
り
ま
す
。

　
60
才
以
上
の
人
も
進
ん
で
受
診
し

て
下
さ
い
．

o
貧
血
検
査

　
1
8
才
以
上
39
才
ま
で
の
人
に
母
生

貧
血
検
査
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
婦
人
科
検
診
と
同
じ
日
に
行

う
予
定
で
す
。

40

才
以
上
の
人
に
も
時
々
貧
血
者
が

い
ま
す
の
で
、
今
年
か
ら
実
施
し
ま

す
。o
糖
尿
病
教
室

　
出
稼
・
循
環
器
検
診
で
発
見
さ
れ

た
、
糖
尿
病
型
・
境
界
型
の
人
に
3

日
間
行
い
ま
す
．

o
高
血
圧
・
貧
血
教
室

　
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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4，500円から5，220円に

　　　　　　改められます

保険料

藁

正負担にご理解とご協力を！

▼
付
加
保
険
料
は

　
　
今
ま
で
ど
お
り
据
置
き

　
今
ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

定
額
保
険
料
が
一
ヶ
月
四
、
五
〇
〇

円
、
付
加
保
険
料
が
一
ヶ
月
四
〇
〇

円
で
し
た
が
、
こ
の
四
月
か
ら
定
額

保
険
料
の
み
一
ヶ
月
五
、
二
二
〇
円

に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
付
加
保
険
料
は
い

ま
ま
で
ど
お
り
四
〇
〇
円
に
据
置
か

れ
た
の
で
、
定
額
保
険
料
と
付
加
保

険
料
の
両
方
の
保
険
料
を
掛
け
て
い

る
人
は
、
一
ヶ
月
五
、
六
二
〇
円
を

掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勢

｛

（保険料）

年金が改善さ

れると

保険料も上り

ます

（年金）

Nhkδ

縫

　
▼
財
政
的
に
は

　
　
月
額
八
、
二
〇
〇
円

　
国
民
年
金
は
、
毎
年
物
価
の
動
向

に
即
し
た
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
七
月
に
行
わ
れ
た
法
改
正
で

は
夫
婦
と
も
に
三
〇
年
間
保
険
料
を

納
め
た
場
合
、
月
額
一
〇
八
、
六
六
六

円
の
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
年
金

を
支
給
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全

な
国
民
年
金
財
政
を
運
営
し
て
い
く

に
は
、
現
在
一
ヶ
月
八
、
二
二
〇
円

の
保
険
料
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
I 壽

A
“ 8∩　　　　角

¶　　　u
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顧

＝“

n　§
“

、
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昭和25年3035404550556065707580859095100

も
将
来
的
展
望
に
た
っ
た
保
険
料
の

引
き
上
げ
が
な
さ
れ
る
の
で
す
。

高齢化現象はどんどん進みます▼
負
担
軽
減
イ
コ
ー
ル

　
　
保
険
料
の
段
階
引
き
上
げ

　
し
か
し
、
そ
う
だ
と
い
？
て
保
険

料
を
急
激
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

国
で
は
、
加
入
者
の
急
激
な
負
担
増

を
避
け
る
た
め
、
昨
年
の
法
律
改
正

の
際
に
「
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら

の
定
額
保
険
料
四
、
八
五
〇
円
に
そ

の
ス
ラ
イ
ド
率
を
乗
じ
た
額
と
す
る
」

と
の
規
定
に
よ
り
段
階
的
に
　
し
か

　
▼
改
定
に
ご
理
解
と

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
こ
う
し
た
保
険
料
の
段
階
的
な
引

き
上
げ
は
、
加
入
者
み
な
さ
ん
の
立

場
を
充
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
す
が
、

給
付
額
の
改
善
に
伴
う
保
険
料
の
負

担
増
に
つ
い
て
は
避
け
ら
れ
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
　
”
働
け
る
勤
労
者

世
代
が
働
け
な
く
な
っ
た
老
人
世
代

を
扶
養
す
る
世
代
相
互
扶
養
”
の
国

民
年
金
制
度
に
あ
っ
た
適
正
負
担
は

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　
加
入
者
の
方
も
受
給
者
の
方
も
、

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
充
分
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
よ
り
良
い

制
度
に
発
展
す
る
よ
う
保
険
料
の
改

定
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一廟剛

〃
出
稼
か
ら
帰
っ
た
ら

国
民
年
金
の
手
続
き
を
〃

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
た
皆
さ
ん

は
、
今
度
は

国
民
年
金
に

加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．

　
国
民
年
金

の
加
入
期
間

は
、
将
来
通

算
（
合
算
）

さ
れ
、
通
算

象
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
稼
ぎ
先
か
ら
帰
っ

た
時
に
「
国
民
年
金
の
加
入
届
」

」

老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、

万
一
障
害
者
と
な
っ
な
場
合
に
支

給
さ
れ
る
障
害
年
金
の
大
事
な
対

一

の
手
続
き
を

し
な
い
と
、

年
金
の
加
入

期
間
に
”
空

白
”
を
作
る

難
叢

の
制
度
か
ら
㎜

も
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
笑
顔
で
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
も
、
必
要
な
手
続
き

は
忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。
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忘申
れ告
てを
い
た

と

き
は

圃叩
　　　○

　　　　　》9

忘れてた．グ

　
昭
和
五
十
六
年
分
所
得
税
・
贈
与

税
の
申
告
期
限
内
の
受
付
は
、
三
月

十
五
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
、

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
期

限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け

た
り
す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定

に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税

額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
、

自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き

は
、
無
申
告
加
算
税
の
負
担
は
少
な

く
て
済
み
ま
す
。

　
ま
た
、
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税

額
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
で
あ
る
三

月
十
六
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相

談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

賄
申
告
が

　
　
問
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
も
終
わ

り
ほ
っ
と
一
息
と
い
う
方
に
ひ
と
こ

と
。
申
告
し
た
内
容
を
も
う
一
度
見

申
し
て
く
だ
さ
い
。
税
額
の
計
算
な

ど
を
間
違
え
た
た
め
に
税
金
を
納
め

過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
金
が
少
な
か

っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正

し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「
更
正
の

請
求
」
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

松電器商店

◎
父

く
9

　　　　　ψ
確定申告が問違っていた

　
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間

は
申
告
期
限
か
ら
一
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ

た
り
、
還
付
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
早
め
に
「
修
正
申

告
」
を
し
て
、
・
正
し
い
金
額
に
直
し

て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修

正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た

り
す
る
と
、
修
正
申
告
や
更
正
に
よ

っ
て
新
た
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た

税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
過
少
申
告
加
算
税
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
修

正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

成
人
式
は

5
目
3
目
で
す

　
　
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
　
於
総
合
セ
ン
タ
ー

　
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
式
は
5
月
3
日
（
憲
法
記
念

日
）
午
前
1
0
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は

既
に
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
転
入
・

転
出
等
で
案
内
漏
れ
の
方
が
お
り
ま

し
た
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

　
盈
7
・
2
3
0
1

該
当
者

昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
37
年
4
月
1
日
ま
で

　
　
　
生
ま
れ
た
方

饗
、

役f場．職員1の繋動

4月1日付の職員の人事異動をお知らせします。

旧所属 氏　　　　名 新　　所　　属

産業課 松　永　　　勝 社会課保健衛生係長

総務課 柳　　　健　一 産業課農業土木係主任

税務課 鈴　木　太一郎 総務課固定資産税係主任

総務課 高　橋　　　勝 総務課消防、統計、企画係

社会課 牧　野　恵　子 税務課諸税係

〃 山　岸　ト　ク 社会課職業、国民年金係

〃 大　野　保　子 総務課庶務係

〃 本　山　絹　江 蒲生保育園勤務

〃 石　口　町　子 室野保育園勤務

〃 山　岸　喜美江 松代保育園勤務

〃 西潟定子 松代保育園勤務
教育委員会 桑　原　タ　マ 松代保育園給食婦

退職者

社会課 斉　木　　　馨 昭和57年3月31日付

税務課 若　月　義　一 〃
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省反に共都購
地域も批判せずに協力を

宮沢利太郎）（下山

　
皆
さ
ん
、
今
の
社
会
ほ
ど
親
が
産

み
、
自
か
ら
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

子
供
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
時
代
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
達
が
、
身
を
細
ら
せ
て
育
て

た
子
供
に
非
行
や
暴
力
を
振
わ
れ
泣

か
ね
ば
な
ら
な
い
矛
盾
。
何
と
も
悲

し
い
一
語
に
尽
き
ま
す
。

　
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
お

方
は
勿
論
、
専
門
学
者
、
官
民
挙
げ

て
対
策
を
講
じ
て
お
ら
れ
る
に
も
拘

ら
ず
、
な
か
な
か
後
を
断
た
な
い
の

は
な
ぜ
で
し
よ
う
か
。
し
か
も
、
こ

の
膨
濟
ζ
し
て
押
し
寄
せ
る
波
は
い

つ
、
わ
が
地
域
や
家
庭
に
及
ば
な
い

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
わ
が
家
庭
こ
そ

絶
対
に
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
断
じ

き
れ
る
家
庭
が
果
し
て
い
く
ら
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
は
さ
い
わ
い
に
し
て
我
が
松

代
町
に
お
い
て
は
青
少
年
の
非
行
事

件
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
不
幸
に

し
て
我
が
子
が
非
行
に
及
ん
だ
と
き
、

保
護
者
も
大
い
に
責
任
を
感
じ
、
甘

え
や
見
栄
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
躾
の

誤
り
を
深
く
反
省
し
、
大
人
の
行
動

が
子
ど
も
に
即
映
じ
て
い
る
因
果
関

係
を
認
め
、
よ
く
親
子
の
間
を
理
解

し
正
す
べ
き
で
、
子
ど
も
ば
か
り
責

め
て
も
効
果
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
〃
再
び
過
ち
を
犯
さ
せ
な
い
〃
よ

う
に
み
ん
な
で
深
く
反
省
し
、
子
ど

も
に
も
悔
悟
と
誓
い
を
さ
せ
、
み
ん

な
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
．

　
ま
た
、
家
庭
の
み
で
な
く
地
域
社

会
も
、
こ
の
家
庭
の
反
省
と
努
力
の

誠
実
さ
を
認
め
、
共
に
協
力
を
惜
し

ま
な
い
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　
逆
に
批
判
し
、
家
庭
も
世
間
も
見

放
し
た
ら
、
更
生
は
お
ろ
か
泥
沼
の

深
み
に
は
ま
る
だ
け
で
す
。
責
任
の

な
す
り
あ
い
を
せ
ず
、
は
げ
ま
し
勇

気
づ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
が
発
生
す

す
毎
に
、
　
「
我
が
子
で
な
く
て
よ
か

っ
た
。
」
と
安
心
さ
れ
る
気
持
ち
は

う
な
ず
け
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
他
人
や
近
所
の
出
来
ご
と
で
あ

っ
て
も
、
我
が
身
に
受
け
た
シ
ョ
ッ

ク
と
同
様
に
受
け
止
め
、
更
生
へ
の

お
手
伝
を
し
、
共
に
青
少
年
健
全
育

成
に
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
非
行
が
あ
っ
た
と
き
の
対
処
に
つ

い
て
意
見
を
の
べ
ま
し
た
が
、
課
題

は
非
行
を
す
る
よ
う
な
子
ど
も
に
し

な
い
こ
と
と
社
会
環
境
を
よ
く
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
は
成
人
の
責
任
で
あ

る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
自
か
ら
を
正
し
、
地
域
社
会
の
連

携
に
よ
り
課
題
に
向
っ
て
の
努
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あの子も、二の子も

　　　　わが子と同じ

糞鱗難蓉成懲み％舞の灘驚

町民会議にあなたも

　ご入会下さい

　
町
民
会
議
は
賛
同
す
る
人
で
結
成

さ
れ
、
規
約
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

松
代
町
医
療
に
三
十
年

　
　
　
　
関
谷
力
医
師
を
表
彰

い
ま
す
。

　
経
費
は
会
費
と
町
か
ら
の
助
成
金

が
あ
て
ら
れ
ま
す
。
会
費
は
一
人
年

額
五
〇
〇
円
で
す
。

　
ご
入
会
の
申
込
み
照
会
等
は
町
役

場
社
会
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
町
民
会
議
の
目
的
は
”
広
く
み
な

さ
ま
の
総
意
を
結
集
し
、
国
・
県
・

松
代
町
の
施
策
と
呼
応
し
て
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を
育
成
す

る
”
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
推
進
す
る
活
動
の
大
綱
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ω
　
青
少
年
が
誇
り
と
責
任
に
つ
い

　
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動

ω
　
健
全
な
青
少
年
活
動
を
助
長
奨

　
励
す
る
た
め
の
活
動

関
谷
力
医
師
（
大
正
医
院
勤
務
）

ま
、
戦
後
問
も
な
い
　
医
療
物
資

の
不
足
な
時
代
や
機
械
力
の
な
い

不
便
な
時
代
に
、
吹
雪
の
中
も
い

と
わ
ず
、
ひ
と
足
道
を
往
診
さ
れ

た
り
　
住
民
検
診
、
予
防
接
種
、

出
稼
者
検
診
、
循
環
器
検
診
、
大

島
保
健
所
の
結
核
診
査
協
議
会
委

員
、
町
内
保
育
園
の
嘱
託
医
、

中
高
の
学
校
医
な
ど
、
へ
き
地
医

療
一
途
に
三
十
年
間
尽
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
　
こ
の
度
町
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
動

　
止
の
た
め
の
活
動

　
活
動

）
　
家
庭
を
健
全
に
す
る
た
め
の
活

3（ー
　
青
少
年
の
非
行
紡
止
、
事
故
紡

4（）
　
社
会
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の

5（
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今
春
の
進
路
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
高
等
学
校
進
路
指
導
部
）

　
本
校
の
進
路
指
導
は
『
生
徒
の
適
性
に
あ
っ
た
進
路
』
と
い
う
こ
と
を

基
本
方
針
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
、
時
期
に
応
じ
た
進
路
対
策
、
進
路
資

料
の
充
実
の
三
つ
を
重
点
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
春
、
学
級
減
に
よ
る
三
学
級
募
集
に
な
っ
て
初
め
て
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
こ
と
、
お
よ
ぴ
今
後
も
さ
ら
に
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
こ
二
に
今
年
の
進
路
状
況
を
報
告
し
、
町
民
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
進
路
状
況
〕

◎
国
立
大
学
合
格
者

　
新
潟
大
学
　
　
F
五
名

　
上
越
教
育
大
学
　
一
名

　
千
葉
大
学
　
　
　
一
名

　
横
浜
市
立
大
学
　
一
名

　
　
（
現
役
五
名
　
浪
人
三
名
）

◎
合
格
し
た
主
な
私
立
大
学

幾
徳
工
業
大
学
・
日
本
体
育
大
学
・

国
士
館
大
学
・
東
海
大
学
・
聖
徳
学

園
岐
阜
教
育
大
学
・
鶴
見
大
学
・
東

京
造
形
大
学
・
共
立
薬
科
大
学
・
東

邦
大
学
・
神
奈
川
歯
科
大
学
・
松
本

歯
科
大
学
・
芝
浦
工
業
大
学
・
武
蔵

工
業
大
学
・
東
京
電
機
大
学
・
工
学

院
大
学
・
東
京
理
科
大
学
・
二
松
学

舎
大
学
・
大
東
文
化
大
学
・
駒
沢
大

学
・
立
正
大
学
・
日
本
大
学
・
明
治

学
院
大
学
・
東
洋
大
学
・
文
教
大
学
・

日
本
福
祉
大
学

◎
合
格
し
た
短
期
大
学

大
垣
女
子
・
国
士
館
・
駒
沢
女
子
・

東
海
学
園
・
東
洋
女
子
・
県
立
新
潟

女
子
・
都
立
商
科
・
東
京
農
業

轍轟；1饗　：噺一一1盤
澱
雛
、
錘

◎
国
家
公
務
員
合
格
者

　
関
東
行
政
A
　
　
　
一
名

　
関
東
行
政
B
　
　
　
三
名

　
関
東
郵
政
　
　
　
　
三
名

　
関
東
郵
政
B
　
　
　
一
名

　
信
越
郵
政
A
　
　
　
一
名

　
自
衛
隊
　
　
　
　
二
名

◎
地
方
公
務
員

新
潟
県
警
　
　
　
　
一
名

　
新
潟
県
学
校
事
務
　
一
名

　
東
京
都
職
員
　
　
　
三
名

◎
就
職
状
況

　
県
内
　
男
1
0
名
　
女
2
名

　
県
外
　
男
1
3
名
　
女
31
名

　
　
〔
特
　
徴
〕

一
、
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
の
伸

　
び
。

　
特
に
地
元
新
潟
大
学
の
五
名
は
近

年
に
な
い
数
で
あ
り
、
し
か
も
志
願

者
全
員
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
部
活
動
や

ク
ラ
ブ
活
動
、
生
徒
会
の
役
員
な
ど

で
活
躍
し
な
が
ら
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。
三
年
間
で
著
し
く
実
力
が
伸

び
、
合
格
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
は
日
本
育
英
会
の
予
約
奨

学
生
で
あ
り
、
入
学
後
に
奨
学
金
が

も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

目
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
合
格

し
て
い
な
が
ら
あ
き
ら
め
て
民
間
就

職
に
き
り
か
え
た
生
徒
も
あ
り
、
今

後
の
指
導
課
題
と
し
て
受
け
と
め
て

い
ま
す
。

三
、
県
内
就
職
者
の
増
加

　
今
春
の
県
内
就
職
者
は
十
二
名
に

達
し
、
近
年
に
な
く
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
就
職
先
は
、
十
日
町
市
、

川
西
町
、
上
越
市
、
大
潟
町
、
柏
崎

市
な
ど
松
代
周
辺
地
が
多
く
、
地
元

松
代
は
残
念
な
が
ら
一
名
で
し
た
。

　
最
近
、
県
内
の
高
校
生
に
は
地
元

就
職
を
希
望
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
求
人
数
は
、

あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
で
す
。
企
業

側
は
通
勤
可
能
な
者
を
優
先
し
て
採

用
し
ま
す
の
で
、
県
内
他
市
町
村
の

就
職
を
希
望
す
る
松
代
高
校
生
に
と

っ
て
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
気
よ
く
時

間
を
か
け
て
職
業
安
定
所
等
の
情
報

を
調
べ
て
い
け
ば
、
そ
れ
な
り
の
企

業
が
み
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
町
当
局
も
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
本
校
と
し
て
も
地
元
定
着

に
一
層
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
御

父
兄
な
ら
び
に
町
民
の
皆
様
の
御
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
公
務
員
合
格
者
数
の
伸
び

　
今
年
は
例
年
に
な
く
、
幅
広
い
職

種
で
多
数
合
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
務
員
模
擬
試
験
を
多
く
受
け
る
な

ど
生
徒
が
努
力
し
た
結
果
で
す
。

　
し
か
し
、
本
県
関
係
は
さ
す
が
に

厳
し
く
、
県
職
は
ゼ
ロ
、
学
校
事
務
、

県
警
、
信
越
郵
政
、
高
田
自
衛
隊
が

そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
の
合
格
で
し
た
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
影
響
で
、
合
格

し
て
も
採
用
を
控
え
る
傾
向
が
み
ら

れ
、
例
年
よ
り
採
用
内
定
の
遅
れ
が

松
代
町
の
文
化
財
（
小
冊
子
）

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
町
文
化
財
保
護
審
議
員
の
熱
心

な
調
査
研
究
に
よ
り
編
集
さ
れ
ま

し
た
「
松
代
町
の
文
化
財
」
が
二

月
に
一
六
〇
〇
部
印
刷
発
刊
し
ま

し
た
が
、
購
入
希
望
者
が
多
く
、

こ
の
度
四
〇
〇
部
増
刷
い
た
し
ま

し
た
。

○
　
子
ど
も
た
ち
に
、
家
族
の
み

　
な
さ
ん
に
、
世
代
を
つ
な
ぐ
心

　
の
か
け
は
し
に

○
　
町
外
の
ご
兄
弟
、
お
子
さ
ん
、

　
ご
親
戚
、
友
人
、
知
人
へ
の
贈

　
り
も
の
に

　
▼
B
5
版
　
一
〇
〇
ぺ
ー
ジ

　
▼
定
価
一
、
○
○
○
円

市
川
牧
人
遺
稿
集

　
「
松
代
町
の
歴
史
を
語
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
今
は
亡
き
市
川
俊
雄
先
生
が
長
い

　
　
み

歳
月
に
わ
た
り
研
究
・
調
査
さ
れ
て

書
き
残
さ
れ
た
も
の
を
故
人
を
畏
敬

す
る
、
小
堺
又
七
氏
が
こ
の
貴
重
な

遺
稿
を
消
滅
さ
せ
る
に
偲
び
難
い
と

整
理
と
一
部
加
筆
し
て
上
・
下
巻
を

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

購
入
希
望
の
方
は
公
民
館
に
申
込

み
下
さ
い
。

　
▼
上
巻
B
5
版
一
〇
二
ぺ
ー
ジ

　
▼
定
価
　
　
　
五
〇
〇
円

　
▼
下
巻
B
5
版
一
九
九
ぺ
ー
ジ

　
▼
定
価
　
一
、
○
○
○
円
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松小
　　代中
ム目　当
同子
校校

◇
小
・
中
学
校
◇

▼
新
ら
し
く

　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

　
（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

o
清
水
小
学
校
長

中
島
正
好
（
中
郷
村
・
中
郷
中
）

o
蒲
生
小
学
校
長

三
田
村
優
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

o
室
野
小
学
校

保
坂
圭
介
（
上
越
教
育
大
附
属
小
）

o
峠
小
学
校
長

斉
藤
　
俊
（
能
生
町
教
育
委
員
会
）

○
莇
平
小
学
校
長

渡
辺
正
次
（
能
生
町
・
磯
部
中
）

o
儀
明
小
学
校
教
頭

宇
治
睦
郎
（
上
越
養
護
学
校
）

○
蓬
平
小
学
校
教
頭

田
中
　
尚
（
清
里
村
・
櫛
池
小
）

教
職
員
異
動

　
（
一
般
職
）
教
諭

○
松
代
小
学
校

佐
藤
勝
巳
（
上
越
市
・
津
有
中
）

相
沢
雪
枝
（
松
之
山
町
・
松
之
山
中
）

o
松
代
小
学
校
小
屋
丸
分
校

大
山
明
雄
（
見
附
市
・
名
木
野
小
）

○
松
代
小
学
校
下
山
分
校

藤
田
豊
明
（
柏
崎
市
・
米
山
小
）

細
井
　
昭
（
塩
沢
町
・
中
之
島
小
）

○
清
水
小
学
校

中
俣
博
嗣
（
柏
崎
市
・
上
条
小
）

増
井
直
子
（
三
条
市
・
大
崎
小
）

○
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

渋
谷
孝
雄
（
大
和
町
・
藪
神
小
）

○
北
山
小
学
校

清
水
淳
子
（
見
附
市
・
名
木
野
小
）

○
室
野
小
学
校

相
沢
弓
子
（
松
之
山
町
・
松
之
山
中
）

○
峠
小
学
校

高
倉
芳
行
（
六
日
町
・
六
日
町
小
）

○
儀
明
小
学
校

鶴
巻
光
臣
（
上
越
市
・
直
江
津
小
）

o
莇
平
小
学
校

関
川
・
隆
（
上
越
市
・
城
東
中
）

o
蓬
平
小
学
校

小
野
島
康
子
（
新
井
市
・
上
馬
場
小
）

○
松
代
中
学
校

関
谷
桂
二
（
高
柳
町
・
石
黒
中
）

清
水
俊
一
（
板
倉
町
・
板
倉
中
）

渡
辺
和
彦
（
新
採
用
）

渡
辺
忠
邦
（
上
越
市
・
城
北
中
）

中
村
洋
子
（
松
之
山
町
・
松
之
山
小
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
変
っ
た
先
生
（
配
置
替
）

高
橋
　
渡
（
室
野
小
学
校
長
↓

　
　
　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
長
）

赤
川
四
郎
（
蒲
生
小
学
校
長
↓

　
　
　
　
　
　
　
松
代
中
学
校
長
）

田
辺
玲
子
（
寺
田
分
校
↓
蒲
生
小
）

久
保
田
清
美
（
北
山
小
↓
松
代
中
）

▼
町
外
に

　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

○
松
代
小
学
校

井
上
政
身
（
名
立
町
・
下
名
立
小
）

竹
内
修
一
（
牧
村
・
牧
小
）

市
川
裕
子
（
松
之
山
町
・
松
之
山
中
）

○
松
代
小
学
校
小
屋
丸
分
校

大
田
敏
（
妙
高
村
・
原
通
小
）

○
松
代
小
学
校
下
山
分
校

細
金
孝
至
（
柏
崎
市
・
田
尻
小
）

中
島
憲
一
（
上
越
市
・
谷
浜
小
）

○
清
水
小
学
校

清
水
淳
一
（
糸
魚
川
市
・
山
之
坊
小
）

安
田
金
一
（
下
田
村
・
長
沢
小
）

清
水
栄
子
（
上
越
市
・
高
士
小
）

○
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

石
塚
正
春
（
燕
市
・
小
中
川
小
）

○
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

寺
崎
ゆ
か
り
（
糸
魚
川
市
・
中
早
川
小
）

○
北
山
小
学
校

横
山
か
お
る
（
新
潟
市
・
松
浜
小
）

○
蒲
生
小
学
校

西
沢
可
江
子
（
上
越
市
・
高
田
西
小
）

○
室
野
小
学
校

荒
木
文
子
（
頸
城
村
・
明
治
小
）

o
峠
小
学
校

磯
貝
清
人
（
青
海
町
教
育
委
員
会
）

佐
藤
正
知
（
糸
魚
川
市
・
糸
魚
川
東
小
）

○
桐
山
小
学
校

荒
井
東
一
郎
（
柏
崎
市
・
高
浜
小
）

茂
原
幸
子
（
新
潟
市
・
東
中
野
山
小
）

南
雲
敏
行
（
妙
高
高
原
町
・
妙
高
南
小
）

水
越
　
保
（
能
生
町
・
上
能
生
小
）

○
儀
明
小
学
校

清
水
美
邦
（
青
海
町
・
青
海
小
）

川
瀬
一
夫
（
上
越
市
・
大
和
小
）

○
莇
平
小
学
校

大
原
昇
治
（
上
越
教
育
事
務
所
）

中
沢
利
明
（
上
越
市
・
黒
田
小
）

○
蓬
平
小
学
校

市
川
寛
永
（
下
田
村
・
荒
沢
小
）

○
松
代
中
学
校

野
本
正
三

古
海
　
勇
（
上
越
市
・
城
北
中
）

竹
内
　
実
（
頸
城
村
・
頸
城
中
）

小
池
宏
和
（
小
出
町
・
小
出
中
）

折
笠
正
典
（
三
和
村
・
上
杉
小
）

小
島
慶
久

（
松
之
山
町
・
松
之
山
中
）

（
松
之
山
町
・
松
之
山
小
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

市
川
明
治
（
松
代
小
学
校
長
）

若
井
美
津
子
（
蓬
平
小
学
校
）

大
久
保
与
次
（
松
代
中
学
校
）

山
岸
ハ
ル
ノ
（
松
代
中
学
校
）

樋
口
政
栄
（
松
代
中
学
校
）

つ
！
ノ

ツ
、
％

◇
松
代
高
等
学
校
◇

▼
新
ら
し
く

　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

内
野
信
昭
（
新
採
用
・
体
育
）

相
田
由
美
子
（
新
採
用
・
英
語
）

長
尾
と
し
子
（
長
岡
農
・
家
庭
）

関
谷
　
登
（
吉
田
養
護
学
校
・
事
務
）

▼
町
外
に

　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

大
島
正
明
（
川
西
高
校
）

千
葉
駿
（
北
海
道
本
別
高
校
）

難
波
淳
子
（
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
）

整
形
外
科
の

　
　
　
診
療
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
松
代
病
院
よ
り

　
左
記
の
日
時
に
整
形
外
科
の
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

◎
十
日
町
病
院
医
師

雑
楠
狂
（
灘
に
ょ
る
）

◎
診
療
日
ー
隔
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祭
日
の
場
合
木
曜
日
）

　
四
月
予
定
　
7
日
㈹
　
2
1
日
㈱

　
五
月
予
定
　
6
日
㈲
　
1
9
日
㈱

◎
診
療
時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
4
時
3
0
分
ま
で
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出
稼
ぎ
帰
り
の
方
へ

　
手
続
き
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に

　
出
稼
ぎ
帰
り
の
皆
さ
ん
、
永
い
間

御
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
又
夏

の
仕
事
が
初
ま
る
訳
で
す
が
、
そ
の

前
に
役
場
の
窓
口
で
雇
用
保
険
や
健

康
保
険
・
国
民
年
金
等
の
手
続
き
を

忘
れ
な
く
終
了
し
て
下
さ
い
。

◎
雇
用
保
険
関
係
で
は
四
月
中
や
五

月
初
め
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で

出
来
た
ら
時
期
を
考
え
、
職
場
の
リ

ー
ダ
ー
と
も
相
談
し
、
職
場
で
ま
と

ま
っ
て
一
緒
に
職
業
安
定
所
に
求
職

申
込
み
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。

　
そ
の
際
は
必
ず
役
場
に
事
前
に
来

て
申
込
整
理
券
を
貰
っ
て
か
ら
行
く

様
に
し
て
下
さ
い
。
そ
の
場
で
も
必

要
書
類
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
が
、

今
年
か
ら
出
稼
者
手
帳
（
必
ず
写
真

の
は
っ
て
あ
る
も
の
）
を
持
参
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
離
職
票

（
二
枚
一
組
）
と
出
稼
労
働
者
台
帳
・

指
定
金
融
機
関
届
・
委
任
状
・
承
諾

書
等
と
共
に
、
も
れ
落
ち
の
な
い
よ

う
準
備
し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
役
場

の
職
業
係
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
安
で
は
電
算
シ
ス
テ
ム

に
な
り
ま
し
た
の
で
一
日
の
人
数
が

限
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
役
場
を
通
さ

ず
に
職
安
へ
行
く
と
受
付
け
て
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
春
の
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会

議
を
、
四
月
二
十
一
日
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
松
代
町
役
場
の
第
一
会
議

で
開
き
ま
す
か
ら
、
一
人
で
出
稼
ぎ

を
さ
れ
た
方
も
出
席
下
さ
い
。
そ
の

時
よ
く
説
明
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
と

変
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
必

ず
説
明
を
受
け
て
下
さ
い
。

◎
健
康
保
険
は
、
早
目
に
手
続
き
を

し
な
い
と
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
が
起

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
離

職
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
手
続
き
を
し
な

い
う
ち
に
医
師
に
か
か
っ
た
な
ど
の

場
合
で
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
気
を
付
け

て
下
さ
い
。

“
ひ
び
け
、
交
通
安
全
の

　
　
　
　
　
　
　
ね
が
い
”

　
池
尻
交
差
点
の
信
号
柱
に
ス
ピ
ー

カ
ー
が
三
方
に
向
か
っ
て
交
通
安
全

運
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
室
野
の
小
山
甲
七
さ
ん
が

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
松
代
を
去
る

に
あ
た
り
交
通
安
全
に
役
立
つ
も
の

を
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
の

も
と
に
B
G
M
装
置
を
寄
附
し
て
い

っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
装
置
は
決
め

ら
れ
た
時
間
に
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放

送
が
流
れ
る
と
い
う
大
変
高
価
な
装

置
で
す
。

　
小
山
甲
七
さ
ん
は
、
交
通
安
全
協

会
松
代
町
支
部
長
、
又
は
交
通
指
導

員
の
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
町
の

交
通
安
全
に
尽
し
て
き
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
一
件
で
も
交
通
事
故

を
減
ら
し
た
い
と
い
う
氏
の
願
い
を

こ
め
て
今
も
一
日
三
回
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

“
ひ
び
け
、
交
通
安
全
の
願
い
”

　
交
通
事
故
相
談
所
の

　
　
　
　
　
開
設
に
つ
い
て

　
今
年
も
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

毎
月
第
3
火
曜
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
き
ま
し
て
交
通
事
故
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
員
の
方
が
親
切
に
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
よ

ろ
し
い
で
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
所
開
設
日

4
月
2
0
日
　
5
月
18
日
　
6
月
1
5
日

7
月
2
0
日
　
8
月
1
7
日
　
9
月
21
日

10
月
1
9
日
　
n
月
1
6
日

　
や
さ
し
く
て
、
楽
し
い

　
　
〈
社
交
ダ
ン
ス
〉

今
、
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

◎
ダ
ン
ス
が
出
来
る
と

　
　
人
生
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

★
友
達
や
恋
人
が
出
来
ま
す
。

　
　
既
に
、
松
代
で
三
組
の
結
婚
に

　
　
ゴ
ー
ル
イ
ン
！

★
美
容
と
健
康
に
、
役
立
ち
ま
す
。

　
　
仕
事
の
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。

　
　
爽
快
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

★
ダ
ン
ス
は
現
代
人
の
資
格
の
一
つ

　
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

★
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
ダ
ン
ス

　
が
流
行
し
て
き
ま
し
た
。

★
旅
先
き
で
も
、
社
交
の
場
で
も
、

　
さ
び
し
さ
と
む
な
し
さ
が
な
く
な

　
り
楽
し
い
思
い
出
が
生
ま
れ
ま
す
。

松
代
町
の
み
な
さ
ん
！

今
す
ぐ
お
入
り
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
松
代
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会

初
心
者
、
年
配
者
、
大
歓
迎
〃

○
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
　
夜

　
　
　
　
　
七
時
半
～
九
時
半

○
会
　
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
入
会
金

○
会
　
費

二
千
円

一
ケ
月
　
二
千
五
百
円

講
師
　
矢
口
和
弘
先
生

お
申
し
込
み
は

　
セ
ン
ダ
ヤ
電
器

又
は
、
石
口
松
男

七
ー
二
一
〇
八

七
－
二
二
二
〇

　
去
る
四
月
三
日
（
土
）
『
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
』
が
松

代
町
総
合
セ
ン
タ
i
三
階
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
講
師
で
あ
る
矢
口
先
生
の

ご
後
授
に
よ
り
松
代
社
交
ダ
ン
ス
研

究
会
が
企
画
主
催
し
た
も
の
で
、
近

く
で
も
十
日
町
、
長
岡
、
柏
崎
か
ら

遠
く
は
、
神
奈
川
、
栃
木
、
長
野
方

面
か
ら
約
百
名
が
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ

ー
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
来
町
し
、
目

を
み
は
る
プ
ロ
の
華
麗
な
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
演

技
の
発
表
等
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
、

楽
し
い
春
の
夜
の
ダ
ン
ス
の
祭
典
を

く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

打
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
松
之
山
温
泉

で
開
か
れ
、
ダ
ン
ス
愛
好
者
の
親
睦

を
更
に
深
め
て
目
出
た
ぐ
終
了
し
ま

し
た
。》

◎
今
回
の
大
パ
ー
テ
ィ
ー
が
松
代
町

で
開
催
さ
れ
成
功
を
収
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
事
は
、
地
元
研
究
会
の
光

栄
で
あ
り
、
暖
い
御
協
力
を
頂
い
た

町
の
有
志
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
代
町
文
化
協
会
加
入
団
体
）

　
松
代
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会
一
同
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　文
芸

縣難
『
璽
塑

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
三
月
九
日

　
　
　
　
　
　
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

大
藁
屋
積
も
る
と
も
な
く
春
の
雪

雪
嶺
に
日
当
り
ぬ
く
し
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

雪
原
の
涯
に
陽
当
た
る
部
落
見
ゆ

ス
ト
ー
ブ
の
前
に
投
げ
出
す
病
め
る

足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

春
一
番
ニ
ュ
ー
ス
に
聞
く
も
雪
固
し

春
遅
々
と
池
の
雪
穴
さ
ざ
波
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

め
ず
ら
し
く
雪
な
き
町
や
節
季
市

水
や
q
も
出
来
ぬ
身
と
な
り
梅
枯
ら

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

春
告
げ
る
杉
枝
打
ち
の
こ
だ
ま
し
て

み
ご
も
り
て
春
の
陽
ざ
し
に
毛
糸
編

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

雨
だ
れ
が
首
筋
伝
う
雛
日
和

娘
が
く
れ
し
ネ
ル
の
温
も
り
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

三
段
に
手
作
り
雛
を
飾
り
お
く

ス
キ
ー
は
き
捻
坐
せ
し
児
を
教
師
負

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

南
国
の
花
便
り
き
き
庭
木
見
る

早
春
の
湯
宿
で
連
峰
眺
め
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
†

春
近
し
車
窓
を
濡
ら
す
滴
に
も

四
日
は
や
箱
に
納
め
し
内
裏
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

春
蘭
花
香
り
も
高
↓
二
輪
咲
く

春
山
に
木
を
伐
る
人
の
日
焼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

陽
に
映
え
て
光
の
帯
か
春
の
川

つ
つ
ま
し
く
時
世
思
わ
す
か
わ
り
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

捨
て
タ
イ
ヤ
そ
の
輪
の
中
に
つ
く
し

ん
ぼ
着
ぶ
く
れ
の
せ
い
に
し
て
い
て
肥
り

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

弥
生
晴
老
婆
の
散
歩
目
を
細
め

た
そ
が
れ
は
村
を
包
み
て
春
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

寒
雀
鶏
飼
う
老
母
に
追
わ
れ
た
つ

屋
根
雪
の
し
ず
く
音
し
て
夜
の
更
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水水

　
蒲
生
句
会

春
泥
も
光
り
て
工
夫
の
昼
餉
ど
き

柳
萌
ゆ
公
衆
電
話
う
す
暗
く

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
市
　
鉄

お
だ
や
か
に
車
流
れ
る
春
の
雨

床
返
り
し
て
休
日
の
朝
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
前
橋
市
　
月

駒
形
は
古
き
家
並
み
春
の
暮

夜
半
の
雨
扉
を
叩
く
木
の
芽
時

　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
γ

赤
城
嶺
の
空
の
蒼
さ
に
凧
競
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

う
た
・
寝
に
置
き
文
さ
れ
て
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
耕
　
山

梅
咲
け
ど
吹
雪
く
日
も
あ
り
越
の
奥

雪
解
け
し
野
に
片
栗
の
咲
き
み
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

牡
丹
雪
彼
岸
詣
で
の
客
の
跡

雪
解
け
の
川
音
近
く
彼
岸
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

む
く
鳥
も
ま
だ
来
て
鳴
か
ず
雪
の
朝

初
節
句
客
は
子
を
ほ
め
雛
を
ほ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
花

夜
々
迎
う
沈
丁
の
香
と
老
い
し
犬

い
た
デ
き
て
掌
に
余
し
た
り
蕗
の
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

短
歌
春
雪

　
　
　
　
　
　
　
野
石
浪
曼

雪
の
野
に
淀
め
る
川
を
見
は
る
か
し

車
ば
か
り
が
ひ
た
走
る
な
り

噛
む
ほ
ど
に
苦
味
も
あ
り
て
野
沢
菜

の
噛
み
切
り
難
き
繊
維
を
持
て
り

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
る
刹
那
春
雪
の

ま
ぶ
し
く
子
ら
の
喚
声
あ
が
る

か
か
わ
り
を
持
た
ね
ば
見
ず
に
紙
屑

と
消
え
ゆ
く
記
事
の
余
り
に
多
し

一
つ
一
つ
し
っ
か
り
な
さ
ば
足
り
る

ぞ
と
云
い
聞
か
せ
つ
明
日
を
恐
る

る胸
深
く
し
み
る
雨
音
し
ば
し
聞
く
異

動
の
内
示
す
で
に
決
ま
り
て

　
鶴
今
瓢
の
園
芸
メ
モ
〕

　
　
　
闘
・
芸
だ

◎
お
礼
肥
を
忘
る
べ
か
ら
ず

　
花
木
や
果
樹
づ
く
り
を
し
て
い
る

と
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
聞
く
言

葉
が
お
礼
肥
で
す
。
こ
れ
は
花
を
つ

け
た
り
、
実
を
な
ら
し
て
く
れ
た
樹

に
感
謝
す
る
意
味
で
あ
げ
る
肥
料
を

さ
し
ま
す
。

　
お
礼
肥
を
与
え
る
と
く
た
び
れ
て

い
た
樹
が
元
気
を
だ
し
、
来
年
咲
く

べ
き
花
芽
が
た
く
さ
ん
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
花
木
の
花
芽
は
原
則
と

し
て
花
が
終
わ
っ
た
後
、
数
ヶ
月
間

の
間
に
形
成
さ
れ
ま
す
か
ら
、
お
礼

肥
は
早
く
与
え
て
樹
を
元
気
づ
か
せ

た
ほ
う
が
結
局
は
得
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
花
の
終
っ
た
直
後
に
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
芸
会

そ
の
際
枝
切
り
も
す
る
、
と
い
う
よ

う
に
心
が
け
ま
す
。
肥
料
の
種
類
は

油
か
す
、
骨
粉
、
鶏
糞
、
化
成
肥
料

の
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、

一
～
二
種
類
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま

す
。

戸
籍
の
窓
ロ

三
月
受
付
分

麟
御
結

山
本
　
武
・
大
森
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
（
犬
伏

謬
御
出

石
野
俊
彦
　
父
牛
蔵

婚産岳
　）

　
　
　
　
　
母
あ
い
子

（
長
男
．
木
和
田
原
．
谷
）

菅
井
，
聡
　
父
藤
延
　
母
八
千
代

　
　
　
（
長
男
・
苧
島
・
佐
吾
院
）

矢
沢
真
弓
　
父
益
雄
　
母
春
子

　
　
　
　
（
長
女
・
峠
・
五
保
佐
）

関
谷
麻
衣
子
　
父
正
利
　
母
美
江
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
松
坂
屋
）

関
谷
久
之
　
父
克
也
　
母
敦
子

　
　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
安
蔵
）

若
井
春
名
　
父
明
夫
　
母
こ
し
み

　
　
　
　
（
二
男
・
蓬
平
・
天
京
）


